
自動車安全技術開発支援事業について 
 
１．目 的  

   近年、自動車メーカー等を中心に、自動車安全に寄与する製品の開発・販売が行わ

れ市場が形成されつつあるが、中小企業や中堅企業の参入は一部にとどまっている。 
   こうしたことを踏まえ、中小企業等を対象に、自動車安全技術に係るセミナー及び

研究会を開催することにより、自動車安全に寄与する製品開発の取組を促すとともに、

研究者・技術者等のネットワーク形成を図ることにより、県内中小企業等による産学

行政連携の研究開発や実用化へ結びつけていくなど、オールあいちでの研究開発の取

組を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取組内容 

 （１）研究者情報のリス化及び公表 

     県内大学で自動車安全技術や交通事故防止に関する研究を行っている研究者の

リストを作成し、県の Web サイトで公開。(平成 29 年 3 月末：15 大学 79 名) 
 
（２）セミナーの開催 

     自動車安全技術関連の県内大学の技術シーズや、製品化に成功している企業の

事例等を紹介するセミナーを開催。 
 

第 1 回 
H29.10.2 

(株)豊田中央研究所 リサーチ・アドバイザー 脇田 敏裕 氏  

 「自動運転のための走行環境認識」 

愛知工業大学 情報科学部 情報学科 教授 中條 直也 氏 

 「安全運転を支えるコンピュータ・システム ～自動運転に向けた現状と課題～」 
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資料４ 

～参考～ 
・過去７回開催し、延べ 214 名（うち中小 64 名）が参加 
・平成 29 年度第 2 回は 11 月頃を予定 
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